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革新的なアイデアや技術を持つスタート

アップ企業にとって、知的財産に関する取

り組みは不可欠なものである。しかしなが

らスタートアップ企業は、資金や人材等が

限られた中で事業成長を追求しなければな

らないため、知的財産に対して十分に取り

組めていない場合が多い。また、知的財産

に関する重要性は認識しているが、どのよ

うな取り組みをすべきか分からないといっ

た場合や、そもそも自社のサービスや製品

が特許にはならないと先入観を持ってしま

うスタートアップ企業も存在する。 

今回インタビューを行った株式会社

NoSchool（以下 NoSchool）はスタートア 

ップ企業ながら、徃西聡氏（以下 徃西氏）

をはじめとした関係者の方々のご知見によ

り知的財産への取り組みを行っている企業

である。 

本レポートは NoSchool の代表取締役を

務める徃西氏へインタビューを行い、

NoSchool の事業概要や知的財産に関する 

取り組みについて伺った内容をまとめた 

ものである。 

図1 マナリンクのイメージ図 

スタートアップ企業の
知的財産に対する課題 

NGB スタートアップ企業レポートとは、NGB メンバーがスタートアップ企業にインタビューを実施し、その会社
の知的財産に関する取り組みを中心に紹介するものである。今回はオンライン教育事業を行う株式会社 NoSchool
の徃西 聡代表取締役にインタビューを行い、事業概要や知的財産に関する活動についてお話を伺った。 
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NoSchool は 2018 年 5 月に設立された、

オンライン教育事業を行う企業である。場所

や環境に左右されず、自身のスキルを100％

発揮できる「活躍すべき人が活躍する社会を

つくる」をミッションにオンライン家庭教師

のマッチングプラットフォーム「マナリンク」

を運営している。 

NoSchool の運営するマナリンクは在籍し

ている社会人のプロ講師から自分の相性に

合った講師を指名することができる。従来

の家庭教師ではコースによって決められた

講師の授業を受講することになるが、マナ

リンクでは受講前に講師のプロフィールや

自己紹介動画等の詳細情報を確認すること

ができ、講師の雰囲気を事前に知ることが

できる。このことによって受講開始後のミ

スマッチングを防ぐことができ、より自分

に合った授業を受講することができる。講

師は自分で検索して探す、もしくは運営に

相談しておすすめの講師を紹介してもらう

こともできる。 

在籍している講師は塾経営者、プロ家庭教

師、教員免許保持者、元教員など、長いキ

ャリアを積んだ社会人の講師がメインであ

り、高品質な授業を提供している。 

また、マナリンクではチャット上で講師

と直接やり取りを行うことができる。連絡

先を交換せずに授業日以外にチャット上で

やり取りを行えることで効率良く授業を進

めることができる。 

NoSchool はオンライン家庭教師のマナリ

ンク以外に社会人のための資格取得に特化

したオンライン個別指導サービスである資

格のマナリンク、通信制高校から大学進学

を目指すための通信制高校サポート校であ

るマナリンク高等学院、不登校の小中学生

向けの学校復帰を目指さないオンラインフ

リースクールであるマナリンク小中等部を

運営している。 

小学生から社会人まで環境や目的に応じ

たオンライン教育事業を展開しており、ま

さにNoSchool の目指す「活躍すべき人が

活躍する社会をつくる」ということの実現

に向けて歩みを進めている。 

 

 

「活躍すべき人が活躍する社会をつくる」 

NoSchool の事業とは 

図2 マナリンクの特徴 
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冒頭にも述べたようにスタートアップ企

業にとって資金や人材を知的財産の活動に

十分に充てることが難しい状況であるのが

現実である。その中でNoSchool は2024

年8 月時点で1 件の日本の登録特許を有し

ている。 

ここではNoSchool の徃西氏にインタビ

ューした出願までの流れや知的財産に対し

ての考え方について述べる。 

 

当時の出願までの流れ 

出願のきっかけは出資元であるベンチャ

ーキャピタルの担当者から知的財産の重要

性について説明されたときであった。教育

業界では事業のコアとなるような発明が創

出されづらく、今まで出願に対して積極的

ではなかったが、権利化することで自社の

技術を守ることができ、安心して開発や事

業を進めることができるということを知

り、出願を進めることにしたと徃西氏は語

る。 

 

知的財産の活用方法 

教育業界においては、先端的な技術開発

よりも講師の授業品質やバリエーションが

ユーザの満足度につながると考えられてい

る。 

各講師の魅力を最大限に伝え、生徒が自

分に合った講師を選択できるように

NoSchool では技術開発の軸として「人」に

フォーカスした技術開発が進められてい

る。例えば講師がより質の高い授業ができ

るような講師の授業サポートツール、講師

と生徒のコミュニケーションを円滑に進め

るためのマッチング後のサポートツール、

自分に合った講師を効率的に選択できるシ

ステム等の開発を進めている。今回出願し

た特許も講師の情報と生徒の情報から生徒

に合った講師の自己紹介動画をレコメンド

するというものである。 

NoSchool では社内に開発部隊が存在して

おり、他のスタートアップ企業と比べて技

術開発のスピード感が速く、顧客のニーズ

にすぐに対応できるとのことであった。 

その中で創出された技術に対して、知的

財産の活用方法としてはより広い範囲の権

利を取得して権利行使していくというより

も、保険のような位置付けで自社のコアと

なる技術を保護していくという守りの観点

で知的財産を活用しているとのことであっ

た。 

 

特許出願を経て 

出願時に特許事務所と相談しながら出願

を進めたことで知的財産に対しての知見を

深めることができた。権利化については登

録になることが当たり前だと思っていた

が、登録になるまでに複雑なプロセスがあ

り、想定していたよりも登録になることが

難しいということが知れたとのことだっ

た。 

スタートアップとしての自社のおかれた

状況を特許事務所の担当者に理解してもら

い、綿密な打ち合わせを重ねながら出願を

進めていけたのが特に助かった。出願の権

利範囲についても担当者と議論を重ねて落

としどころを見つけることができ、納得の

いく権利範囲で出願することができたとの

ことであった。 

今までは技術開発においても売り上げや

機能の観点で捉えていたが、出願の経験を

経て、他社の権利を侵害していないかどう

かや権利化することができるか等、知的財

産の観点から技術開発を捉えることができ

るようになったと徃西氏は語る。 

今後は徃西氏だけでなく、社内のメンバ

ーにも知的財産に対しての考え方を浸透さ

せていきたいとのことであった。 

NoSchool の知的財産
に関する取り組み 
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本レポートではNoSchoolの徃西氏にお

話を伺い、NoSchool の事業概要や知的財産

における活動についてまとめた。 

現時点でNoSchool が出願した件数は1

件ではあるが、実際に特許出願のプロセス

を特許事務所と進めていったことで確実に

知的財産への知見が広がり、重要性が理解

できたのではないかと考えられる。 

筆者は今回のインタビューを通じて、ス

タートアップ企業において、現状は知的財

産の取り組みに対しての優先度は低いと思

われるが、まず知的財産の取り組みを始め

てみることで重要性や必要性を理解するこ

とができると考える。経験を経て、今後の

自社の事業計画や経営戦略について知的財

産という視点から見ることで新たな気づき

が生まれる可能性があると考える。 

また、スタートアップ企業を支援する知

財関係者は知的財産の保護による有効性を

正しく伝えることでその重要性を理解して

もらう必要がある。重要性を理解してもら

ったうえでスタートアップ企業の置かれた

状況を理解し、密なコミュニケーションを

とりながら、二人三脚でよりスタートアッ

プ企業にとって有意義なサポートしていく

ことが求められるだろう。 
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 代表取締役 

株式会社NoSchool 
陸上自衛隊少年工科学校卒。18 歳でスタート
アップに入社し法人営業を担当。20 歳で海外

事業部に異動しその後マレーシアにて約 4 年

駐在。マレーシアでの新会社立ち上げ、現地責
任者として勤務。2018 年に帰国し、株式会社

NoSchool を設立。 

好きな言葉は「道徳なき経済は罪悪であり、経
済なき道徳は寝言である」 

最後に 

ＮＧＢ株式会社 
ＩＰ総研 

〒105-8408 東京都港区西新橋1-7-13 

虎ノ門イーストビルディング 

URL：https://www.ngb.co.jp/ 

Mail（IP総研）：ip-soken@ngb.co.jp 

 

担当者：澤村和輝、伊藤寿 

協力：木本恭介(モバイル・インターネットキャピタル株式会社) 

この記事は 2024 年 7 月に取材をした情報に基づき作成されたものです。 


